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舟形町では雪という自然エネルギーを利活用した全く新しいシステムで、 
３月上旬に貯雪ピットに雪を投入しておき、７月から９月の夏の暑い時期に 
その雪の中を通った冷気を取り出し、部屋の冷房として利用しています。 
雪の中を通った空気は雪が自然のフィルターの役目を果たし、清浄で新鮮な 
空気を送風することにより、自然で快適な環境を創出できました。 
 
本システムは、電気に頼らない、フロンを使わないシステムであって、環境 
への負荷もかからず地球環境への貢献も大で、地球温暖化防止対策の 
切り札の一つとして、大きな期待を担っています。

 

 

 
 
 
 
 
実施機関： 
舟形町　　　　　 

 


